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『
私
の
八
月
十
五
日
展
』

　
日
本
漫
画
事
務
局

「
八
月
十
五
日
の
会
」

に
参
加
す
る
日
本
の
代

表
的
な
漫
画
家
や
作
家

ら
１
２
７
人
が
、
自
身

の
昭
和
20
年
８
月
15
日

の
記
憶
を
、
イ
ラ
ス
ト

や
絵
手
紙
で
紹
介
す
る

特
別
企
画
展
「
私
の
八

月
十
五
日
展
」
が
13
日

か
ら
来
月
５
日
ま
で
、

一
支
国
博
物
館
で
開
か

れ
て
い
る
。

　
「
八
月
十
五
日
の
会
」

は
、
活
動
の
趣
旨
を
「
ひ

と
つ
戦
争
の
記
憶
を
後

世
に
伝
え
残
す
の
み
で

な
く
、
ひ
ろ
く
人
類
の
幸
福
に

か
か
わ
る
普
遍
的
テ
ー
マ
を
、

漫
画
家
な
ら
で
は
の
絵
手
紙
的

手
法
を
駆
使
し
て
表
現
し
、
現

代
を
生
き
る
人
々
す
べ
て
に
向

け
て
、
平
和
を
希
求
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
続
け
る
こ
と

に
あ
る
」
と
し
、
こ
の
企
画
展

で
は
、
不
戦
や
平
和
に
対
す
る

強
い
想
い
が
込
め
ら
れ
た
多
く

の
作
品
を
公
開
す
る
こ
と
で
、

世
代
を
超
え
、
観
覧
者
ら
が
平

和
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な

れ
ば
―
と
開
か
れ
て
い
る
。

　
会
期
中
に
何
回
で
も
足
を
運

び
、
ゆ
っ
く
り
と
作
家
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
向
き
合
っ
て
ほ

し
い
。
家
族
や
友
人
ら
と
作
品

に
つ
い
て
感
想
な
ど
を
話
し
合

い
、
感
じ
方
の
違
い
に
触
れ
て

み
る
の
も
い
い
。
皆
が
似
た
感

想
を
持
た
な
く
て
も
い
い
の
で

あ
る
。
異
な
る
感
想
は
と
て
も

貴
重
で
、
そ
の
感
想
を
否
定
す

る
こ
と
な
く
受
け
止
め
、
自
分

の
平
和
、
不
戦
へ
の
想
い
、
考

え
の
参
考
に
し
た
い
。
そ
う
す

る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
平
和
、

不
戦
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
つ

な
が
る
。

　
一
支
国
博
物
館
で
は
22
日
、

関
連
行
事
と
し
て
、
自
ら
も
作

品
を
出
品
し
て
い
る
日
本
漫
画

協
会
参
与
で
元
和
光
大
学
教
授

の
石
子
順
氏
が
「
私
の
八
月

十
五
日
と
漫
画
」
と
題
し
て
講

演
、
創
作
の
基
本
と
し
て
「
平

和
、
命
を
大
切
に
す
る
」
を
繰

り
返
し
訴
え
、
▽
自
然
を
大
切

に
す
る
▽
生
き
物
に
感
謝
▽
化

学
文
明
へ
の
疑
い
▽
戦
争
反
対

を
理
念
と
し
た
手
塚
治
虫
氏
が

生
き
て
い
れ
ば
、
今
の
現
状
を

ど
の
よ
う
に
描
い
た
だ
ろ
う
か

な
ど
と
話
し
た
が
、
こ
の
展
覧

会
の
持
つ
テ
ー
マ
の
大
き
さ

と
、
戦
後
に
生
き
る
人
々
が
、

当
た
り
前
の
よ
う
に
意
識
し
て

い
る
人
生
最
大
の
テ
ー
マ
と
も

思
わ
れ
る
課
題
を
、
繰
り
返
し

訴
え
ら
れ
る
こ
と
の
大
切
さ
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
赤
塚
不

二
夫
氏
の
、
ま
る
で
「
空
」
の

悟
り
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

素
晴
ら
し
か
っ
た
が
、
戦
後
大

き
く
変
化
し
た
善
・
悪
・
常
識
・

価
値
観
な
ど
「
人
間
は
、
そ
の

時
代
そ
の
時
代
で
、
都
合
よ
く

そ
う
い
う
も
の
を
作
っ
て
い
く

の
だ
な
」
と
、
中
学
２
年
で
気

づ
い
て
以
来
、
大
人
の
言
う
こ

と
を
う
呑
み
に
す
る
こ
と
な

く
「
原
点
」
か
ら
考
え
る
ク
セ

が
つ
い
た
。
こ
れ
は
今
の
仕
事

の
上
で
も
大
変
役
に
た
っ
て
い

る
。
戦
争
は
人
間
の
と
る
行
為

の
中
で
一
番
の
「
愚
行
」
だ
と

気
づ
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
何
と

か
早
く
人
間
は
「
地
球
有
限
」

を
心
か
ら
考
え
、
そ
れ
を
守
る

た
め
に
行
動
し
た
い
。

　
こ
れ
は
さ
い
と
う
・
た
か
お

氏
の
「
自
分
で
考
え
る
ク
セ
」

と
題
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ

る
。
大
い
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る

感
動
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

◎
忌
明
寄
付

□
８
月
の
休
日
当
番
医

◎
日
曜
営
業

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

○
お
た
ん
じ
ょ
う

●
お
く
や
み

慶　
　

弔

（
12
日
～
22
日
届
け
出
分
）

（
敬
称
略
）

初山小の６人が出場
推戴式を20日に実施
交通安全子ども自転車県大会

◎
工
事
入
札

　
第
37
回
交
通
安
全
子
ど
も
自

転
車
県
大
会
の
壱
岐
地
区
代
表

選
手
・
推
戴
式
が
20
日
、
同
大

会
代
表
校
の
郷
ノ
浦
町
、
初
山

小
学
校
で
開
か
れ
た
。

　
推
戴
式
に
は
眞
弓
倉
夫
交
通
安

全
協
会
長
、
永
峯
一
宏
壱
岐
警
察

署
長
、
市
長
の
代
理
と
し
て
眞
鍋

陽
晃
総
務
部
長
、
久
保
田
良
和
市

教
育
長
、
山
内
弘
美
同
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
ら
と
選
手
の
保
護
者
ら

が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。
　
　

　
式
典
で
は
、
眞
弓
会
長
が
選

手
６
人
に
推
戴
状
を
授
与
、
永

峯
壱
岐
署
長
、
真
弓
会
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
「
学
校
で
は

交
通
安
全
に
関
す
る
リ
ー
ダ
ー

と
な
り
、
友
達
た
ち
に
交
通
マ

ナ
ー
の
指
導
な
ど
お
願
い
し
た

い
。
練
習
の
成
果
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
て
、
優
勝
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
き
て
ほ
し
い
」
な
ど

と
す
る
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

久
保
田
教
育
長
、
山
内
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
が
選
手
た
ち
を
激
励
。
選

手
代
表
と
し
て
６
年
生
、
山
内

崇
弘
君
が
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

発
揮
し
て
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し

て
頑
張
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

な
ど
と
選
手
宣
誓
を
し
た
。

　
こ
の
後
、
選
手
た
ち
に
よ
る

実
技
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
来
賓
や
保
護
者
ら

に
、
こ
れ
ま
で
練
習
を
重
ね
て

き
た
ジ
グ
ザ
グ
走
行
な
ど
３
種

目
を
披
露
し
た
。

　
代
表
選
手
の
６
人
＝
写
真
＝

は
次
の
通
り
で
、
長
崎
市
、
県

立
総
合
体
育
館
で
実
施
さ
れ
る

県
大
会
で
の
健
闘
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

▼
６
年
生
▽
山
内
崇
弘
、
山
口

達
暉
、
川
上
葵
、
田
中
望
羽

▼
５
年
生
▽
長
岡
み
の
り
、
村

部
菜
月

実技を披露する選手たち
▽
刈
田
院
地
区
基
準
点
測
量
業

務
委
託
＝
３
、５
２
３
、０
０
０

円
・
（
株
）
壱
岐
測
量
設
計

▽
刈
田
院
地
区
Ｃ
Ｂ
Ｒ
試
験
業

務
委
託
＝
１
、１
５
０
、０
０
０

円
・
（
株
）
カ
ミ
ナ
ガ

▽
一
般
県
道
湯
ノ
本
勝
本
線
道

路
改
良
（
水
文
調
査
委
託
）
＝

１
、２
６
０
、０
０
０
円
・
（
株
）

髙
松
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
壱

岐
営
業
所

▽
主
要
地
方
道
郷
ノ
浦
港
線
外

１
線
交
通
安
全
施
設
等
整
備
＝

５
、１
２
３
、０
０
０
円
・
（
有
）

浦
川
組

▽
久
喜
地
区
復
旧
治
山
＝

３
７
、
４
０
０
、
０
０
０
円
・

（
株
）
ウ
エ
ノ

▽

刈

田

院

地

区

ほ

場

整

備
（

そ

の

５
）

＝

３
３
、
２
２
７
、
０
０
０
円
・

（
株
）
な
か
は
ら

▽
勝
本
町
新
城
西
触
、
長
尾
義

一
（
亡
母
マ
シ
コ
）
・
市
社
協

勝
本
事
業
所
、
新
城
西
触
公
民

館
へ

▽
勝
本
町
勝
本
浦
、
中
上
義
朗

（
亡
父
一
郎
）・
市
社
協
勝
本
事

業
所
、
東
部
福
徳
寿
会
へ

▽
大
村
市
富
ノ
原
、
山
口
松
代

（
亡
兄
舛
元
正
光
）・
市
社
協
勝

本
事
業
所
、
布
気
触
公
民
館
、

布
気
三
和
会
へ

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
日
髙
さ
く
ら
ち
ゃ
ん
／
健
・

渡
良
東
触

▽
高
川
蓮
（
れ
ん
）
ち
ゃ
ん
／

敬
昌
・
田
中
触

▽
市
山
遥
太
（
か
な
た
）
ち
ゃ

ん
／
保
人
・
若
松
触

【
勝
本
町
】

▽
齊
藤
旭
飛
（
あ
さ
ひ
）
ち
ゃ

ん
／
幸
司
・
本
宮
西
触

【
芦
辺
町
】

▽
重
村
旺
佑
（
お
う
す
け
）
ち
ゃ

ん
／
洋
介
・
諸
吉
大
石
触

▽
丸
尾
夏
稀
（
な
つ
き
）
ち
ゃ

ん
／
一
徳
・
箱
崎
中
山
触

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
５
日
・
品
川
外
科
病
院
☎
42

‐
０
１
３
６

▽
12
日
・
江
田
小
児
科
・
内
科

医
院
☎
44

-

５
０
２
２

▽
19
日
・
あ
し
べ
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
45

-

４
８
２
５

▽
26
日
・
赤
木
病
院
☎
47

-

０
０
８
５

▽
長
島
千
秋
さ
ん
（
85
）
渡
良

西
触

▽
中
尾
好
輝
さ
ん
（
56
）
東
触

▽
永
村
万
義
さ
ん
（
79
）
長
島

▽
市
山
守
さ
ん
（
81
）
東
触

▽
濱
口
壽
子
さ
ん
（
83
）
郷
ノ
浦

▽
山
内
ハ
ル
子
さ
ん
（
92
）
志

原
南
触

▽
前
田
ツ
ヤ
さ
ん
（
92
）
本
村
触

▽
竹
田
花
衛
さ
ん
（
92
）
渡
良

浦【
芦
辺
町
】

▽
村
川
千
年
さ
ん
（
77
）
中
野

郷
仲
触

▽
梅
谷
ナ
ミ
ノ
さ
ん
（
93
）
諸

吉
仲
触

▽
内
川
ヨ
シ
エ
さ
ん
（
91
）
住

吉
東
触

▽
平
田
久
富
さ
ん
（
60
）
国
分

川
迎
触

【
勝
本
町
】

▽
前
岑
義
孝
さ
ん
（
85
）
東
触

▽
森
山
ヤ
イ
子
さ
ん
（
88
）
本

宮
南
触

【
８
月
５
日
】

▼
郷
ノ
浦
町
▽
平
田
石
油

▼
勝
本
町
▽
町
田
石
油

▼
芦
辺
町
▽
昇
運
石
油
▽
川
添

石
油
▽
大
阪
屋
石
油

▼
石
田
町
▽
松
屋
石
油

2
時
間
越
え
る
感
動
の
ラ
イ
ブ

「
ト
ロ
ル
」
で
コ
ヤ
ナ
ギ
シ
ン
ジ
さ
ん

　
郷
ノ
浦
町
、
洋
食
と
珈
琲
の

店
「
ト
ロ
ル
」
・
音
楽
イ
ベ
ン

ト
の
第
１
弾
、「
ロ
ッ
ク
と
ロ
ー

ル
＠
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
」
が
21
日

夜
、
福
岡
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
コ
ヤ
ナ
ギ
シ
ン
ジ
さ
ん
を

招
き
「
素
敵
な
音
楽
に
酔
い
し

れ
ま
せ
ん
か
」
と
開
か
れ
た
。

　
福
岡
を
拠
点
に
、
ソ
ロ
の
弾

き
語
り
を
メ
イ
ン
に
活
動
を

様
々
に
展
開
す
る
コ
ヤ
ナ
ギ
さ

ん
の
ラ
イ
ブ
は
、
音
楽
へ
の
情

熱
と
人
間
味
あ
ふ
れ
る
個
性

が
、
歌
わ
れ
る
曲
の
歌
詞
と
メ

ロ
デ
ィ
ー
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
の
巧
み
な
ト
ー
ク
に
乗
っ
て

会
場
い
っ
ぱ
い
に
繰
り
広
げ
ら

れ
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
惹
き
つ

け
て
い
る
そ
う
。

　
ト
ロ
ル
で
の
ラ
イ
ブ
は
、
コ

ヤ
ナ
ギ
さ
ん
の
演
奏
を
前
に
、

グ
ー
フ
ィ
ー
こ
と
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
の
中
山
貴
史
さ
ん
が
ギ

タ
ー
と
ボ
ー
カ
ル
を
担
当
す

る
バ
ン
ド
「
Ｄ
Ｕ
Ｂ
　
Ｆ
Ｌ

Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｕ
」
が
出
演
。
「
憧

れ
」
と
い
う
コ
ヤ
ナ
ギ
さ
ん
を

前
に
、
自
分
た
ち

の
個
性
を
し
っ
か

り
出
し
た
演
奏
を

披
露
、
続
い
て
「
言

葉
が
好
き
」
と
話

す
コ
ヤ
ナ
ギ
さ
ん

の
ラ
イ
ブ
に
。

　
ラ
ブ
ソ
ン
グ
、

ブ
ル
ー
ス
、
ロ
ッ

ク
ン
ロ
ー
ル
と
、

▽
真
実
は
イ
カ
ン

で
す
▽
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
テ
ィ
ー
ク
ラ
イ

シ
ス
▽
ネ
ジ
テ
ィ

ブ
▽
パ
パ
の
ウ
タ
▽
僕
ら
の
約

束
な
ど
10
数
曲
を
聴
か
せ
＝
写

真
＝
、
観
客
は
展
開
さ
れ
る
そ

の
世
界
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ

な
が
ら
、
2
時
間
を
超
え
る
感

動
の
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
だ
。

　
演
奏
を
終
え
た
コ
ヤ
ナ
ギ
さ

ん
は
「
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、

中
山
君
が
好
き
で
呼
ん
で
く

れ
、
壱
岐
で
の
ラ
イ
ブ
は
2
回

目
。
家
族
的
な
あ
っ
た
か
さ
を

感
じ
て
の
ラ
イ
ブ
、
マ
イ
ク
を

使
わ
な
く
て
も
い
い
よ
う
な
お

客
さ
ん
と
の
距
離
感
が
い
い
。

次
回
が
楽
し
み
」
な
ど
と
話
し

た
。

　
ト
ロ
ル
で
の
第
２
回
音
楽
イ

ベ
ン
ト
は
来
月
18
日
午
後
９
時

か
ら
、
福
岡
か
ら
弾
き
語
り
の

松
本
か
つ
ひ
ろ
さ
ん
を
招
き
行

わ
れ
る
。

福岡市天神「パサージュ広場」で開催
白川博一市長も壱岐を PR

ＫＢＣ九州朝日放送・『長崎フェスタ』

　
福
岡
市
中
央
区
天
神
に
あ
る

「
パ
サ
ー
ジ
ュ
広
場
」
（
大
丸
福
岡

天
神
内
）
に
お
い
て
、
Ｋ
Ｂ
Ｃ
九

州
朝
日
放
送
主
催
の
『
長
崎
フ
ェ

ス
タ
』
が
開
催
さ
れ
、
壱
岐
市
が

Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
Ｋ
Ｂ
Ｃ
九
州

朝
日
放
送
が
主
催
し
て
、
毎

年
長
崎
県
を
宣
伝
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い

る
イ
ベ
ン
ト
。
同
会
場
内
に
は

長
崎
県
内
各
地
の
観
光
Ｐ
Ｒ

ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
壱
岐

市
・
対
馬
市
・
島
原
半
島
・
長

崎
県
観
光
連
盟
な
ど
が
観
光

ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
わ

が
町
を
宣
伝
し
た
。

　
壱
岐
ブ
ー
ス
は
、
今
年
度
か

ら
壱
岐
市
福
岡
事
務
所
の
企

画
に
よ
り
、
Ｋ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
で

壱
岐
の
情
報
発
信
番
組
『
壱
岐

×
壱
岐
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
』
（
毎

週
火
曜
日
午
後
１
時
40
分
～

約
５
分
）
を
放
送
し
て
い
る
関

係
か
ら
壱
岐
ブ
ー
ス
を
出
展

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
ブ
ー

ス
で
は
、
夏
休
み
初
日
で
賑
わ

う
観
客
を
前
に
壱
岐
の
観
光
・

物
産
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
ま
た
、
同
会
場
内
で
は
ラ
ジ

オ
の
公
開
生
放
送
が
放
送
さ
れ

た
が
、
生
放
送
に
は
白
川
市
長

も
自
ら
出
演
し
、
「
壱
岐
が
最

も
輝
く
季
節
に
ぜ
ひ
多
く
の

方
々
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
た

い
！
」
と
、
夏
本
番
直
前
に
力

強
く
壱
岐
を
Ｐ
Ｒ
し
た
＝
写
真

＝
。


